
文部科学省 科学技術・学術政策局
産業連携・地域振興課

（調査委託先：有限責任監査法人トーマツ）

令和４年度
全国アントレプレナーシップ醸成促進に向けた

調査分析等業務報告書
「全国大学調査」速報版



アンケート調査の目的と概要
 日本国内の大学・短期大学・高等専門学校におけるアントレ教育の現状を把握することを目的として実施し、回答結果を下記

4分類に分けて集計した
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 日本国内の大学等におけるアントレ教育の現状把握、
問題点・課題の抽出

 2020年度調査結果との比較による経年変化の追跡
 主には、アントレ教育に対する考え方・基本姿勢、ア
ントレ教育の運営体制、他大学や地域との連携、学生
主体のコミュニティ活動等について調査を実施

 実施期間：2022年12月から2023年1月まで
 回答対象：国内国公私立大学・短期大学、高等専門学校

1,077校
 回答件数：868校（回収率約80％）
 集計方法：下記４分類

START※参画大学等
（対象校は次ページに記載）

※大学発新産業創出プログラム（START）
〈大学・エコシステム推進型 スタートアップ・エコシステム形成支援〉
に参画する主幹機関・共同機関・協力機関の各大学及び高等専門学校等
を指す

アンケート調査の目的 アンケート概要
（期間・回答対象・回答件数・集計方法）

STARTに参画していない
大学

短期大学 高等専門学校

1 2

3 4



START スタートアップ・エコシステム形成支援に参画の大学等
 全国7つのプラットフォームに、主幹機関・共同機関・協力機関合わせて100以上の大学・高等専門学校が参画している

（主幹機関・共同機関の数は計82）【2023年3月現在】

GTIE（東京圏） KSAC（関西圏） Tongali（東海圏）
1 東京大学

2 早稲田大学

3 東京工業大学

4 筑波大学

5 千葉大学

6 東京農工大学

7 お茶の水女子大学

8 神奈川県立保健福祉大学

9 横浜国立大学

10 横浜市立大学

11 東京医科歯科大学

12 慶應義塾大学

13 東京都立大学

14 中央大学

15 筑波技術大学

16 神奈川大学

17 関東学院大学

18 産業技術大学院大学

19 東京理科大学

20 多摩美術大学

21 滋賀医科大学

22 山形大学

23 芝浦工業大学

24 沖縄科学技術大学院大学

1 京都大学

2 大阪大学

3 神戸大学

4 大阪公立大学

5 大阪工業大学

6 関西大学

7 近畿大学

8 立命館大学

9 奈良先端科学技術大学院大学

10 兵庫県立大学

11 関西学院大学

12 甲南大学

13 長浜バイオ大学

14 滋賀医科大学

15 京都工芸繊維大学

16 京都府立大学

17 京都府立医科大学

18 同志社大学

19 龍谷大学

20 京都精華大学

21 京都女子大学

22 京都先端科学大学

1 名古屋大学

2 豊橋技術科学大学

3 名古屋工業大学

4 岐阜大学

5 三重大学

6 名城大学

7 中京大学

8 藤田医科大学

9 名古屋市立大学

10 岐阜薬科大学

11 愛知県立芸術大学

12 椙山女学園大学

13 光産業創成大学院大学

14 愛知県立大学

15 静岡大学

16 浜松医科大学

17 南山大学
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PSI（中国・四国）HSFC（北海道）

MASP（東北）

PARKS（九州）
1 九州大学

2 九州工業大学

3 長崎大学

4 北九州市立大学

5 佐賀大学

6 熊本大学

7 大分大学

8 宮崎大学

9 鹿児島大学

10 琉球大学

11 九州産業大学

12 久留米大学

13 第一薬科大学

14 福岡大学

15 福岡工業大学

16 立命館アジア太平洋大学

17 早稲田大学

18 沖縄科学技術大学院大学

1 東北大学

2 弘前大学

3 岩手大学

4 秋田大学

5 山形大学

6 福島大学

7 新潟大学

8 長岡技術科学大学

9 宮城大学

10 会津大学

11 東北芸術工科大学

1 北海道大学

2 小樽商科大学

3 室蘭工業大学

4 北見工業大学

5 公立はこだて未来大学

6 北海道情報大学

7 苫小牧工業高等専門学校

8 函館工業高等専門学校

9 旭川医科大学

10 帯広畜産大学

11 北海道教育大学

12 札幌医科大学

13 札幌市立大学

14 公立千歳科学技術大学

15 藤女子大学

16 北海道科学大学

17 酪農学園大学

18 旭川工業高等専門学校

19 釧路工業高等専門学校

1 広島大学

2 岡山大学

3 愛媛大学

4 島根大学

5 県立広島大学

6 広島市立大学

7 叡啓大学

8 鳥取大学

9 高知大学

10 香川大学

主幹機関 共同機関 協力機関大学発新産業創出プログラム（START）
〈大学・エコシステム推進型スタートアップ・エコシステム形成支援〉に参画する主幹機関・共同機関・協力機関の各大学等



3

アンケート結果速報



 2年前と比較し、各指数は全体として上昇傾向にあり、全体としてアントレ教育の普及が見られる
 22年度調査では、高等専門学校も対象としている

主要なアントレ教育普及指数①

２０年度から２２年度にかけてのアントレ教育の主要な普及指数の変化
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2020年度調査 2022年度調査
（今回）

回答数：588校 回答数：868校

27%
（159校）

33%
（289校）

1.0%
（31,131名）

3.2%
（97,194名）

アントレ教育実施率
回答数に対する

アントレ教育実施率

アントレ教育受講率
全国の学生数約300万人に

おける受講学生率

アントレ教育の実施状況

大学院生
（修士・博士課程） 5,554名 2,749名 0名 0名 8,303名

研究者 822名 64名 0名 0名 886名

社会人 1,476名 1,119名 0名 0名 2,595名

属性不明 1,540名 413名 0名 79名 2,032名

小計 32,492名 678名55,268名 8,756名 97,194名
合計

大学生
（高専生） 23,100名 50,923名 678名 （8,677名） 83,378名

アントレ教育の実施状況と受講人数

大学分類
属性

高等専門学校STARTに
参画している大学等

STARTに
参画していない大学 短期大学 小計

実施22校実施90校 実施168校 実施9校 289校

2020年度の回答は大学のみ、2022年度の回答は高等専門学校を含む



 2年前と比較し、プログラムの状況、教育運営体制、外部との連携、学生主体のコミュニティ活動の各指数においても上昇が
みられる

主要なアントレ教育普及指数②

２０年度から２２年度にかけてのアントレ教育の主要な普及指数の変化
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2020年度調査 2022年度調査
（今回）

回答数：868校

（内数）アントレ教育実施：159校

72校 103校（＋31校）

103校 227校（＋129校）

（調査なし） 111校

全学体制での運営

外部機関等との連携

学生を主体とした
活動の実施

教育運営体制

外部との連携

学生主体の
コミュニティ活動

プログラムの状況
社会実践プログラム

の整備状況 53校 89校（＋36校）

正課科目（単位付与） （調査なし） 220校

※１

（内数）アントレ教育実施：289校

※２

※３

※４

※1 受講者が実際に起業や事業化を行うにあたり、必要なメンタリングや人的ネットワーク形成、プロトタイプの作成等を行うための人的・資金な支援を行いつつ、起業や新規
事業創出につなげるためのプログラム

※2 全学的なセンター（組織）、産学連携部門や社会連携部門、共通教育部門やリカレント教育部門において、全学的に推進していると回答した学校
※3 士業（弁護士、弁理士、会計士等）、卒業生、企業、金融機関、他大学、自治体等
※4 サークル、授業内の集まり、ゼミ等



エリア別 アントレ教育実施校数の変化（2020年度→2022年度）

エリア別 アントレ教育実施校数の変化（20年度→22年度）
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2020年度調査 アンケート回答数 588校
2022年度調査 アンケート回答数 868校

 全国すべてのエリアにおいて、アントレ教育に取り組む学校は増えている
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アントレ教育の実施の有無（単一回答）

アントレ教育に対する考え方・基本姿勢

87%

30%

6%

33%

45%

6%

9%

7%

9%

49%

8%

61%

87%

59%

6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

※STARTに参画している大学等

STARTに参画していない大学

短期大学

上記３つの合計

高等専門学校

アントレ教育を実施している

アントレ教育を実施していないが、今後実施する予定や目途が立っている

アントレ教育を実施しておらず、今後実施する予定もない

N=104

N=566

N=149

N=819

N=49

 アントレ教育に取り組む大学等は、全体で約33%である
 STARTに参画している大学等では、87%がアントレ教育を実施している

※該当の高等専門学校を含む

（90校）

（168校）

（9校）

（267校）

（22校）

端数処理のため、各要素の合計が表記上100％にならない項目がある
Nは回答学校数
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アントレ教育を実施する予定がない理由（単一回答）

アントレ教育に対する考え方・基本姿勢

25%

34%

41%

36%

38%

34%

24%

31%

100%

25%

31%

26%

38%

7%

4%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

※STARTに参画している大学等

STARTに参画していない大学

短期大学

上記３つの合計

高等専門学校

必要性は認識しているが、アントレ教育の優先度が低いため
必要性は認識しているが、リソース（ヒト・モノ・カネ）が不足しており、確保できる見込みがないため
自大学の教育分野では、学生にアントレ教育を提供する必要がないと考えているため
その他

N=8

N=345

N=129

N=482

N=3

 アントレ教育の必要性を認識している学校が約70%あるものの、優先度が低い又はリソース不足の課題により、アントレ教育
に取り組んでいない

※該当の高等専門学校を含む 端数処理のため、各要素の合計が表記上100％にならない項目がある
Nは回答学校数
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運営体制

アントレ教育を運営している組織の体制（単一回答）

9%

5%

6%

9%

34%

13%

19%

9%

11%

10%

10%

18%

27%

62%

89%

51%

45%

19%

10%

11%

13%

18%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

※STARTに参画している大学等

STARTに参画していない大学

短期大学

上記３つの合計

高等専門学校

アントレ教育を全学的に推進するセンターを有している
産学連携部門や社会連携部門が業務の一部としてアントレ教育を全学的に推進している
共通教育部門やリカレント教育部門が業務の一部としてアントレ教育を全学的に推進している
全学的な体制は有しておらず、学部・研究科が個別に実施している
その他（自由記述）

N=89

N=167

N=9

N=22

N=265

 STARTに参画している大学等とSTARTに参加していない大学では、実施体制に隔たりがある
 STARTに参画している大学等では、何れかの組織を通じ、約60％が全学的にアントレ教育を推進できる体制になっている

端数処理のため、各要素の合計が表記上100％にならない項目がある※該当の高等専門学校を含む

Nはアントレ教育を実施している学校からの回答数（2校未回答）

アントレ教育の推進体制を有している

アントレ教育の推進体制を
有している

アントレ教育の推進体制を有している

アントレ教育の推進体制を有している



0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

専門家（士業者）

卒業生（OB/OG）

大企業

中小企業

起業家

VC

銀行

スタートアップ支援機関

他大学

自治体

その他（自由記入）

※STARTに参画している大学等 STARTに参画していない大学 短期大学 左記３つの合計 高等専門学校
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アントレ教育における外部連携の有無（単一回答）

外部機関との連携

94%

74%

56%

80%

68%

6%

26%

44%

20%

32%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

※STARTに参画している大学等

STARTに参画していない大学

短期大学

上記３つの合計

高等専門学校

外部連携している 外部連携していない

N=89

N=167

N=9

N=265

N=22

具体的な外部連携先（複数回答）

 START参画大学等は90%以上、STARTに参画していない大学は70%以上が外部機関と連携している
 また、START参画大学等では起業家、他大学との連携が最も多く、STARTに参画していない大学では中小企業との連携が最

も多い

※該当の高等専門学校を含む

Nはアントレ教育を実施している学校からの回答数（2校未回答）
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アントレ教育に関する学生主体の取組（サークル、授業内の集まり、ゼミ等）の有無（単一回答）

学生主体のコミュニティ活動

57%

34%

44%

42%

27%

24%

38%

56%

34%

64%

19%

28%

24%

9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

※STARTに参画している大学等

STARTに参画していない大学

短期大学

上記３つの合計

高等専門学校

取組がある 取組がない わからない

N=89

N=167

N=9

N=265

N=22

 学生を主体とした活動は、START参画大学等では約60%、STARTに参画していない大学では約30%程度となっている

Nはアントレ教育を実施している学校からの回答数（2校未回答）

※該当の高等専門学校を含む
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「取組がある」場合の具体的な取組内容（複数選択可）

学生主体のコミュニティ活動

0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

起業に関するサークルや部活が存在する

学生主体のビジネスコンクールが実施されている

学生主体で起業家を招いて講演会を開催している

その他（自由記入）

※STARTに参画している大学等 STARTに参画していない大学 短期大学 左記３つの合計 高等専門学校
N=51 N=57 N=4 N=112 N=6

 アントレ教育に関する学生主体の取組として起業に関するサークル活動や部活が、多く見られる
 またSTART参画大学等においては、起業家を招いた講演会の開催が他大学と比して割合が高い

Nはアントレ教育を実施している学校からの回答数（2校未回答）

※該当の高等専門学校を含む
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